
 

 

       

 

第 4回東大阪市高齢者地域ケア会議 企画運営会議 要旨 

 

開催日 令和 3年 8月 25日（水）午後 2時より午後 3時 30分まで 

 

協議内容 

   ・東大阪市地域福祉課より個別避難計画作成に関する報告がある。 

・東大阪市商業課より買い物代行サービス活用事業について報告がある。 

・認知症本人活動支援推進ワーキンググループ会議について報告がある。 

・令和 3年度の取り組みの医療について意見交換を行う。 

 

各機関の報告 

1 各選出機関の活動状況について 

【基幹型地域包括支援センター】 

・地域包括支援センター担当職員研修会について調整している。 

【地域包括支援センター】 

・8/19地域包括支援センター連絡調整会議にて、高齢者の買い物状況について現状や課題について意 

見交換を行った。 

【訪問看護事業者部会】 

・訪問看護師による自宅療養者への健康観察相談支援において、訪問看護ステーション協会に加入し 

ているところを対象に実施していく流れになっている。 

【介護支援専門員連絡会】 

・10月に「障害者支援から見た 80・50問題」というテーマで ZOOＭと対面を組みわせて講演の開催を

予定している。 

【枚岡医師会】 

・11月に多職種連携研修会を ZOOMと対面のハイブリッド形式にて「福祉用具業者の役割」をテーマに 

講演を予定している。 

   ・東大阪医療センターにて、自宅療養者を対象に急変時や早期の場合にカクテル療法を積極的に行う 

方向であり、新型コロナウイルスの治療に関して動いている状態である。 

    【河内医師会】 

・8/20河内医師会理事会を開催。 

・大阪府より自宅療養者の症状増悪時に在宅往診ができるよう医師の派遣要請があり、直接往診が可 

能、オンラインのみ対応可能、対応不可などを回答するアンケートがあった。 

・東大阪市において新型コロナワクチン不足は解消されており、9月・10月分も希望に応じたワクチ 

ン数の確保が可能。 

    【布施医師会】 

・東大阪市一般介護予防事業である脳の健康教室に関して、東大阪商工会議所にて 9/16にスタート 

し、34名が受講予定。 

・認知症初期集中支援チームについてエントリーが 146件。 

【市立東大阪医療センター】 

・カクテル療法を進めており、できる限り早期に行い、在宅が無理としてもホテル療養にいっていた 

だくよう調整している。 

・新型コロナウイルス陽性者外来を本日より行っており、保健所を介して早期に診察できるよう取り 

組む。 

【社会福祉協議会】 

・チームオレンジに関して、オレンジメンバー養成講座を 8/3に開催し、15名が登録。 

【福祉事務所】 

・今年度 100歳を迎える方を対象に、記念品を 10月頃に福祉事務所職員が自宅に伺い贈呈する。 

    【地域包括ケア推進課】 

   ・タブレットを使ったオンライン体操教室に関して周知する。 



 

 

       

 

     ・9/1号市政だよりにおれんじ通信「認知症の本人交流会」について掲載している。 

   ・東大阪市のホームページに、東大阪市民の新型コロナウイルスワクチン接種状況について掲載して 

いる。 


